
(57)【要約】

本発明による装置は骨の骨折を治療しおよび／または骨

の内部または表面で外科インプラント、縫合糸または組

織を固定するのに役立ち、かつ実質的に閉鎖要素（１）

とリベット（２）とを含む。このリベットは中心軸線（

６）と同軸にリベット軸部（３）と、中心軸線（６）を

横切る後端（１８）と、軸線方向で後端（１８）とは反

対側にある軸部前端（７）と、リベット（２）を同軸で

貫通する貫通穴（５）とを含み、こうして閉鎖要素（１

）の軸部（１０）が同軸で貫通穴（５）内を摺動可能で

あり、頭部（１１）が軸部前端（７）に軸線方向で当接

可能である。さらにリベット軸部（３）が外側に少なく

とも２つの溝（９）を含み、これらの溝は軸部前端（７

）の方から中心軸線（６）と平行に後端（１８）の方向

に延びている。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
骨 の 骨 折 を 治 療 し お よ び ／ ま た は 骨 の 内 部 ま た は 表 面 で 外 科 イ ン プ ラ ン ト 、 縫 合 糸 ま た は
組 織 を 固 定 す る た め の 装 置 で あ っ て 、 リ ベ ッ ト （ ２ ） を 有 し 、 こ の リ ベ ッ ト が 、 中 心 軸 線
（ ６ ） と 同 軸 に 、 外 周 面 （ １ ４ ） を 備 え た リ ベ ッ ト 軸 部 （ ３ ） と 、 中 心 軸 線 （ ６ ） を 横 切
る 後 端 （ １ ８ ） と 、 軸 線 方 向 で 後 端 （ １ ８ ） と は 反 対 側 に あ る 軸 部 前 端 （ ７ ） と 、 リ ベ ッ
ト （ ２ ） を 同 軸 で 貫 通 す る 貫 通 穴 （ ５ ） と を 含 み 、 リ ベ ッ ト 軸 部 （ ３ ） が 少 な く と も ２ つ
の 溝 （ ９ ） を 含 み 、 こ れ ら の 溝 が 中 心 軸 線 （ ６ ） と 平 行 に 延 び 、 軸 部 前 端 （ ７ ） の 方 か ら
長 さ Ｌ に わ た っ て 後 端 （ １ ８ ） の 方 向 に 延 び 、 外 周 面 （ １ ４ ） か ら 測 定 し て 半 径 方 向 深 さ
ｔ を 有 す る 装 置 に お い て 、 リ ベ ッ ト （ ２ ） の 材 料 の 材 料 特 性 値 が 、 １ ０ ： １ ～ ５ ０ ： １ の
範 囲 の 引 張 強 さ （ Ｒ ｍ ： Ｎ ／ ｍ ｍ ２ ） と 破 断 伸 び （ Ａ ５ ： ％ ） と の 比 を 含 む 基 本 デ ー タ の
内 部 に あ る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
リ ベ ッ ト 軸 部 の 全 長 に 対 す る 長 さ Ｌ の 割 合 が ２ ０ ％ ～ ９ ０ ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
リ ベ ッ ト 軸 部 （ ３ ） が ス リ ッ ト （ １ ２ ） を 有 し 、 こ れ ら の ス リ ッ ト が 一 方 で 軸 部 前 端 （ ７
） で 貫 通 穴 （ ５ ） に 通 じ 、 他 方 で 中 心 軸 線 （ ６ ） と 平 行 に 溝 （ ９ ） に 通 じ て い る こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
引 張 強 さ （ Ｒ ｍ ： Ｎ ／ ｍ ｍ ２ ） と 破 断 伸 び （ Ａ ５ ： ％ ） と の 比 の 範 囲 が １ ０ ： １ ～ ３ ０ ：
１ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
リ ベ ッ ト 軸 部 （ ３ ） の 外 径 ｄ ａ と 貫 通 穴 （ ５ ） の 直 径 ｄ と の 比 が １ ． １ ： １ ～ ２ ． ５ ： １
の 範 囲 内 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
リ ベ ッ ト 軸 部 （ ３ ） の 外 径 ｄ ａ と 貫 通 穴 （ ５ ） の 直 径 ｄ と の 比 が １ ． ５ ： １ ～ ２ ： １ の 範
囲 内 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
溝 （ ９ ） の 半 径 方 向 深 さ ｔ と リ ベ ッ ト 軸 部 （ ３ ） の 壁 厚 と の 比 が １ ： １ ． ２ ～ １ ： ２ ． ５
の 範 囲 内 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
溝 （ ９ ） の 半 径 方 向 深 さ ｔ と リ ベ ッ ト 軸 部 （ ３ ） の 壁 厚 と の 比 が １ ： １ ． ７ ～ １ ： ２ ． ３
の 範 囲 内 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
装 置 が 閉 鎖 要 素 （ １ ） を 含 み 、 こ の 閉 鎖 要 素 が 軸 部 （ １ ０ ） と 末 端 側 頭 部 （ １ １ ） と を 有
し 、 閉 鎖 要 素 （ １ ） の 軸 部 （ １ ０ ） が 同 軸 で 貫 通 穴 （ ５ ） 内 を 摺 動 可 能 で あ り 、 頭 部 （ １
１ ） が 軸 線 方 向 で 軸 部 前 端 （ ７ ） に 当 接 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ８ の い
ず れ か １ 項 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
リ ベ ッ ト （ ２ ） が 後 端 （ １ ８ ） に リ ベ ッ ト 頭 部 （ ４ ） を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １
～ ９ の い ず れ か １ 項 記 載 の 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
（ 技 術 分 野 ）
本 発 明 は 、 骨 の 骨 折 を 治 療 し お よ び ／ ま た は 骨 の 内 部 ま た は 表 面 で 外 科 イ ン プ ラ ン ト 、 縫
合 糸 ま た は 組 織 を 固 定 す る た め の 請 求 項 １ の 前 文 に 記 載 さ れ た 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
（ 背 景 技 術 ）
骨 の 骨 折 を 外 科 治 療 し ま た は 骨 の 内 部 ま た は 表 面 で 外 科 イ ン プ ラ ン ト 、 縫 合 糸 ま た は 組 織
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を 固 定 す る に は 、 リ ベ ッ ト 、 特 に ブ ラ イ ン ド リ ベ ッ ト 、 も 利 用 す る こ と が で き る 。 特 に 適
し て い る の は 、 比 較 的 広 く 拡 開 可 能 な 分 離 さ れ た 固 定 舌 片 で そ の 閉 鎖 頭 部 が 形 成 さ れ る リ
ベ ッ ト で あ る 。 非 医 療 分 野 か ら は 、 例 え ば Ｇ Ｂ ２ ０ ５ ４ ０ ８ ２  Ｔ Ｕ Ｃ Ｋ Ｅ Ｒ  Ｆ Ａ Ｓ Ｔ Ｅ
Ｎ Ｅ Ｒ Ｓ に よ り 、 こ の よ う な ブ ラ イ ン ド リ ベ ッ ト が 既 に 公 知 で あ る 。 中 空 筒 形 リ ベ ッ ト 軸
部 に 前 端 の 方 か ら 引 き 入 れ ら れ る 角 錐 状 の 鋭 角 な 閉 鎖 頭 部 を 利 用 し て ブ ラ イ ン ド リ ベ ッ ト
の 前 端 で リ ベ ッ ト 軸 部 の 壁 を 軸 線 方 向 で 破 断 さ せ る こ と に よ っ て 固 定 舌 片 は 形 成 さ れ る 。
こ の 公 知 ブ ラ イ ン ド リ ベ ッ ト で は 欠 点 と し て 、 そ れ が 軟 質 材 料 へ の 応 用 に 限 定 さ れ て お り
、 ブ ラ イ ン ド リ ベ ッ ト に 閉 鎖 頭 部 を 形 成 す る の に 強 い 閉 鎖 力 が 不 可 欠 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 点 で 本 発 明 は 救 済 策 を 提 供 せ ん と す る 。 本 発 明 の 課 題 は 、 強 度 の 高 い 材 料 、 例 え ば チ
タ ン を 許 容 し 、 外 科 に お い て 是 認 可 能 な 閉 鎖 力 で 固 定 可 能 な 医 療 応 用 可 能 な 固 定 手 段 、 特
に 外 科 応 用 可 能 な ブ ラ イ ン ド リ ベ ッ ト を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 は 、 骨 折 を 治 療 し お よ び ／ ま た は 骨 の 内 部 ま た は 表 面 で 外 科 イ ン プ ラ ン ト 、 縫 合 糸
ま た は 組 織 を 固 定 す る た め の 、 請 求 項 １ の 特 徴 を 有 す る 装 置 に よ っ て こ の 提 起 さ れ た 課 題
を 解 決 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
（ 発 明 の 開 示 ）
本 発 明 に よ る 装 置 は 実 質 的 に 、
Ａ ） 軸 部 と 末 端 側 に こ の 軸 部 に 固 定 結 合 さ れ ま た は 例 え ば ね じ 結 合 に よ っ て こ の 軸 部 に 結
合 可 能 な 頭 部 と を 備 え た 閉 鎖 要 素 と 、
Ｂ ） 中 心 軸 線 と 同 軸 に リ ベ ッ ト 軸 部 と リ ベ ッ ト を 同 軸 で 貫 通 し た 貫 通 穴 と を 含 む リ ベ ッ ト
と を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
閉 鎖 要 素 の 軸 部 が 同 軸 で 貫 通 穴 内 を 摺 動 可 能 で あ り 、 こ う し て 頭 部 は 軸 部 前 端 に 軸 方 向 で
当 接 可 能 で あ る 。 閉 鎖 要 素 の 頭 部 と 軸 部 は 、 二 部 分 ま た は 単 一 部 分 で 構 成 し て お く こ と が
で き る 。 さ ら に 、 リ ベ ッ ト 軸 部 が 外 側 に 少 な く と も ２ つ の 溝 を 含 み 、 こ れ ら の 溝 は 軸 部 前
端 の 方 か ら 中 心 軸 線 と 平 行 に 長 さ Ｌ に わ た っ て リ ベ ッ ト 後 端 の 方 向 に 延 び て い る 。 溝 が 目
標 破 断 個 所 と し て 役 立 ち 、 閉 鎖 要 素 を リ ベ ッ ト 頭 部 の 方 向 に さ ら に 摺 動 さ せ る と リ ベ ッ ト
軸 部 は そ の 全 長 の 一 部 に わ た っ て 閉 鎖 要 素 の 頭 部 に よ っ て 分 割 さ れ て 固 定 舌 片 と さ れ る 。
リ ベ ッ ト 軸 部 の 全 長 に 対 す る 長 さ Ｌ の 割 合 が ２ ０ ％ ～ ９ ０ ％ で あ り 、 固 定 舌 片 は 、 リ ベ ッ
ト 軸 部 横 断 面 積 の ３ 倍 ～ ２ ０ 倍 で あ り え る 面 積 Ｆ に 半 径 方 向 で 広 が る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 に よ る 装 置 の 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て リ ベ ッ ト 軸 部 が ス リ ッ ト を 含 み 、 こ れ ら の
ス リ ッ ト は 一 方 で 軸 部 前 端 で 貫 通 穴 に 通 じ 、 他 方 で 中 心 軸 線 と 平 行 に 溝 に 通 じ て い る 。 こ
れ ら の ス リ ッ ト に よ っ て リ ベ ッ ト 軸 部 の 引 裂 き が 促 進 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 に よ る 装 置 の 他 の 実 施 形 態 に お い て リ ベ ッ ト が 後 端 に リ ベ ッ ト 頭 部 を 含 み 、 こ の リ
ベ ッ ト 頭 部 は リ ベ ッ ト に 固 定 結 合 し て お く こ と が で き 、 ま た は 例 え ば ね じ 結 合 に よ っ て 軸
部 に 結 合 可 能 と し て お く こ と が で き る 。
本 発 明 に よ る 装 置 の 他 の 実 施 形 態 に お い て リ ベ ッ ト 材 料 の 材 料 特 性 値 は 、 １ ０ ： １ ～ ５ ０
： １ 、 好 ま し く は １ ０ ： １ ～ ３ ０ ： １ の 範 囲 の 引 張 強 さ （ Ｒ ｍ ： Ｎ ／ ｍ ｍ ２ ） と 破 断 伸 び
（ Ａ ５ ： ％ ） と の 比 を 含 む 基 本 デ ー タ の 内 部 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 に よ る 装 置 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 に お い て リ ベ ッ ト の 幾 何 学 寸 法 は 、 リ ベ ッ ト 軸 部
の 外 径 ｄ ａ と 貫 通 穴 の 直 径 ｄ と の 比 が １ ． １ ： １ ～ ２ ． ５ ： １ 、 好 ま し く は １ ． ５ ： １ ～
２ ： １ の 範 囲 内 に く る よ う に 選 定 さ れ る 。
溝 の 半 径 方 向 深 さ ｔ と リ ベ ッ ト 軸 部 の 壁 厚 と の 比 は 、 好 適 に は １ ： １ ． ２ ～ １ ： ２ ． ５ 、
好 ま し く は １ ： １ ． ７ ～ １ ： ２ ． ３ の 範 囲 内 で あ る 。 こ の 壁 厚 は 外 径 ｄ ａ と 直 径 ｄ と の 差
か ら 算 出 で き る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
こ う し た 幾 何 学 的 比 を 有 す る リ ベ ッ ト は こ の 場 合 、 下 記 基 本 デ ー タ の 内 部 に あ る 幾 何 学 寸
法 を 有 す る ：
リ ベ ッ ト 軸 部 の 外 径 ｄ ａ ： ２ ～ １ ２ ｍ ｍ 、 好 ま し く は ３ ～ ８ ｍ ｍ ；
貫 通 穴 の 直 径 ｄ ： １ ～ ８ ｍ ｍ 、 好 ま し く は １ ． ５ ～ ５ ｍ ｍ ；
リ ベ ッ ト 軸 部 の 壁 厚 ： ０ ． ２ ～ ４ ｍ ｍ 、 好 ま し く は ０ ． ５ ～ ２ ｍ ｍ ；
溝 の 半 径 方 向 深 さ ｔ ： ０ ． １ ～ ３ ｍ ｍ 、 好 ま し く は ０ ． ２ ～ １ ｍ ｍ 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 に よ る 装 置 の 他 の 一 実 施 形 態 に お い て 、 溝 は 中 心 軸 線 に 直 角 に 三 角 形 横 断 面 を 有 し
、 溝 底 に お け る 三 角 形 の 頂 角 は ３ ０ ° ～ ８ ０ ° 、 好 ま し く は ４ ０ ° ～ ７ ０ ° の 範 囲 内 で あ
る 。 リ ベ ッ ド 軸 部 の 周 面 に 均 一 に 分 布 し た 溝 の 数 は 有 意 義 に は ３ ～ ８ 、 好 ま し く は ３ ～ ５
の 範 囲 内 で あ る 。 固 定 リ ベ ッ ト の 場 合 、 溝 の 数 か ら 固 定 舌 片 の 数 も 明 ら か と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
リ ベ ッ ト 材 料 は 好 ま し く は 金 属 で あ り 、 下 記 の 材 料 も し く は 合 金 を 含 む ：
ａ ） 鉄 系 材 料 、 好 ま し く は 鋼 ；
ｂ ） チ タ ン 系 材 料 、 好 ま し く は 化 学 的 に 純 粋 な チ タ ン と チ タ ン 合 金 ；
ｃ ） コ バ ル ト 系 材 料 、 好 ま し く は コ バ ル ト 合 金 ；
ｄ ） タ ン タ ル 系 材 料 、 好 ま し く は タ ン タ ル 合 金 ； そ し て
ｅ ） ジ ル コ ニ ウ ム 系 材 料 、 好 ま し く は ジ ル コ ニ ウ ム 合 金 。
本 発 明 の そ の 他 の 有 利 な 諸 構 成 は 従 属 請 求 項 に 明 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 に よ っ て 達 成 さ れ る 諸 利 点 は 実 質 的 に 、
本 発 明 に よ る 装 置 の ゆ え に ：
‐ ね じ の 場 合 よ り も 一 層 均 一 に 骨 に 力 の 導 入 が 可 能 で あ り ；
‐ 骨 品 質 が 劣 る 場 合 で も 骨 ね じ の 場 合 よ り も 一 層 安 定 し た 固 定 が 実 現 可 能 で あ る こ と に 見
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
（ 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 ）
以 下 、 幾 つ か の 実 施 例 の 部 分 略 図 に 基 づ い て 本 発 明 お よ び 本 発 明 の 諸 構 成 が な お 詳 し く 説
明 さ れ る 。
本 発 明 に よ る 装 置 の 一 実 施 形 態 に よ る リ ベ ッ ト ２ と 閉 鎖 要 素 １ が 図 １ に 示 し て あ る 。 リ ベ
ッ ト ２ は 中 心 軸 線 ６ を 有 し 、 か つ 、 必 ず し も 円 筒 形 で な く と も よ い が 中 心 軸 線 ６ と 平 行 に
延 び る 筒 形 リ ベ ッ ト 軸 部 ３ と 、 リ ベ ッ ト 軸 部 ３ に 固 定 結 合 さ れ た リ ベ ッ ト 頭 部 ４ と 、 中 心
軸 線 ６ に 沿 っ て 同 軸 で リ ベ ッ ト ２ を 貫 通 す る 筒 形 貫 通 穴 ５ と か ら な る 。 リ ベ ッ ト 軸 部 ３ は
外 径 ｄ ａ を 有 し 、 溝 ９ を 含 む 。 こ れ ら の 溝 は 中 心 軸 線 ６ と 平 行 に 走 り 、 軸 部 前 端 ７ か ら 長
さ Ｌ に わ た っ て 延 び 、 外 周 面 １ ４ か ら 深 さ ｔ を 有 す る 。 こ の 深 さ ｔ は 直 径 ｄ ａ 、 ｄ と 深 さ
ｔ と に よ っ て 限 定 さ れ た 壁 厚 が 閉 鎖 要 素 １ で リ ベ ッ ト ２ を 閉 鎖 時 に 被 閉 鎖 部 分 上 で リ ベ ッ
ト ２ を 分 離 し て 、 分 離 さ れ た 固 定 舌 片 １ ３ （ 図 ４ ） と す る の を 許 容 す る よ う に 設 計 さ れ て
お り 、 固 定 舌 片 １ ３ の 数 は リ ベ ッ ト ２ の 外 周 面 １ ４ に 設 け ら れ る 溝 ９ の 数 に 一 致 す る 。 こ
こ に 示 し た 実 施 形 態 の リ ベ ッ ト ２ で は 、 リ ベ ッ ト 軸 部 ３ の 壁 厚 が 外 径 ｄ ａ の １ ４ ％ に 相 当
す る 。 リ ベ ッ ト 軸 部 ３ の 前 側 端 面 １ ５ か ら 中 心 軸 線 ６ と 平 行 に ス リ ッ ト １ ２ が リ ベ ッ ト 軸
部 ３ に 設 け ら れ て お り 、 こ れ ら の ス リ ッ ト は 一 方 で 軸 部 前 端 ７ で 貫 通 穴 ５ に 通 じ 、 他 方 で
中 心 軸 線 ６ と 平 行 に 溝 ９ に 通 じ て い る 。 閉 鎖 要 素 １ は 、 中 心 軸 線 ６ に 平 行 な 軸 部 １ ０ と 末
端 側 に は 円 錐 台 状 に 軸 部 １ ０ に 通 じ た 頭 部 １ １ と を 含 む 。 リ ベ ッ ト ２ の 閉 鎖 は リ ベ ッ ト ２
を 、 例 え ば 骨 板 お よ び 骨 （ 図 示 せ ず ） に 導 入 後 に 閉 鎖 要 素 １ に よ っ て 行 わ れ る 。 閉 鎖 要 素
１ の 頭 部 １ １ は 直 径 Ｄ が 貫 通 穴 ５ の 直 径 ｄ よ り も 大 き く 、 閉 鎖 要 素 １ の 頭 部 １ １ は 軸 部 １
０ に 加 え ら れ る 引 張 力 に よ っ て 貫 通 穴 ５ の 内 部 テ ー パ ８ （ 図 ２ ） に 圧 入 さ れ る 。 閉 鎖 要 素
１ の 広 く な る 円 錐 台 形 頭 部 １ １ を 貫 通 穴 ５ の 内 部 テ ー パ ８ （ 図 ２ ） に 圧 入 す る と リ ベ ッ ト
軸 部 ３ の 壁 ２ ０ （ 図 ２ ） が 拡 開 さ れ 、 閉 鎖 要 素 １ の 頭 部 １ １ を さ ら に 圧 入 す る と 溝 ９ に よ
っ て 形 成 さ れ た 目 標 破 断 個 所 で 分 割 さ れ て 固 定 舌 片 １ ３ （ 図 ４ ） と さ れ る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 に よ る 装 置 の 上 記 実 施 形 態 に 付 属 し た リ ベ ッ ト ２ が 図 ２ に 示 し て あ る 。 こ の リ ベ ッ
ト ２ は 、 中 心 軸 線 ６ と 、 こ の 中 心 軸 線 ６ を 横 切 る 軸 部 前 端 ７ を 備 え た 円 筒 形 リ ベ ッ ト 軸 部
３ と 、 中 心 軸 線 ６ を 横 切 る 後 端 １ ８ に 末 端 側 で や は り 円 筒 形 の リ ベ ッ ト 頭 部 ４ と を 含 む 。
軸 部 前 端 ７ に は 、 中 心 軸 線 ６ に 直 角 な 前 側 端 面 １ ５ が あ る 。 リ ベ ッ ト 頭 部 ４ は 、 軸 部 前 端
７ に 向 か っ て 凸 面 状 ま た は 円 錐 台 形 に 先 細 に リ ベ ッ ト 軸 部 ３ と な り 、 ま た や は り 凸 面 状 ま
た は 円 錐 台 形 に 先 細 に リ ベ ッ ト ２ の 末 端 側 で 後 端 １ ８ に あ る 後 側 端 面 １ ９ と な っ て い る 。
中 心 軸 線 ６ と 同 軸 で リ ベ ッ ト ２ を 軸 部 前 端 ７ か ら 後 端 １ ８ に 至 る ま で 貫 通 さ せ て 貫 通 穴 ５
が 設 け ら れ て い る 。 貫 通 穴 ５ は 、 内 部 テ ー パ ８ を 有 す る 軸 部 前 端 ７ で 拡 張 さ れ て 前 側 端 面
１ ５ に 通 じ て い る 。 中 心 軸 線 ６ と 平 行 に 設 け ら れ た 溝 ９ は 、 軸 部 前 端 ７ か ら 長 さ Ｌ （ 図 １
） に 至 る ま で リ ベ ッ ト 軸 部 ３ に 設 け ら れ て お り 、 中 心 軸 線 ６ に 直 角 に Ｖ 形 横 断 面 （ 図 ３ ）
を 有 す る 。 加 え て 、 前 側 端 面 １ ５ の 方 か ら や は り 中 心 軸 線 ６ と 平 行 に ス リ ッ ト １ ２ が リ ベ
ッ ト 軸 部 ３ に 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら の ス リ ッ ト １ ２ は 、 中 心 軸 線 ６ に 直 角 に 矩 形 横 断 面
（ 図 １ ） を 有 し 、 中 心 軸 線 ６ に 平 行 に 円 切 片 状 に 形 成 さ れ て い る 。 ス リ ッ ト １ ２ は 、 中 心
軸 線 ６ と 平 行 に 延 び 、 前 側 端 面 １ ５ 、 外 周 面 １ ４ お よ び 溝 ９ に 通 じ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ４ は 、 リ ベ ッ ト ２ の 閉 鎖 状 態 に お け る リ ベ ッ ト ２ 、 中 心 軸 線 ６ 、 リ ベ ッ ト 頭 部 ４ 、 拡 開
さ れ た リ ベ ッ ト 軸 部 ３ お よ び 閉 鎖 要 素 １ を 示 す 。 リ ベ ッ ト 軸 部 ３ は 、 長 さ Ｌ （ 図 １ ） に わ
た っ て 拡 開 さ れ て お り 、 ３ つ の 固 定 舌 片 １ ３ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ５ に 表 す リ ベ ッ ト ２ の 実 施 形 態 は 、 リ ベ ッ ト ２ が 後 端 １ ８ に リ ベ ッ ト 頭 部 ４ （ 図 １ 、 図
２ ） を 含 ま な い 点 で 、 図 １ と 図 ２ に 表 す 実 施 形 態 と 相 違 し て い る に す ぎ な い 。 さ ら に 、 閉
鎖 要 素 １ は 、 リ ベ ッ ト ２ を そ の 全 長 の 一 部 に わ た っ て 貫 通 し て い る に す ぎ ず 、 閉 鎖 要 素 １
を 同 軸 で 貫 通 す る 穴 ２ １ を 備 え て い る 。 こ の 穴 は 、 軸 線 方 向 で 頭 部 １ １ と は 反 対 側 に あ る
末 端 ２ ２ に 同 軸 雌 ね じ ２ ３ を 備 え て い る 。 こ の 雌 ね じ に キ ル シ ュ ネ ル 針 金 ２ ４ が ね じ 込 可
能 で あ り 、 リ ベ ッ ト ２ の 閉 鎖 後 、 キ ル シ ュ ネ ル 針 金 は 再 び 雌 ね じ ２ ３ か ら 引 き 出 す こ と が
で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 装 置 の 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た 実 施 形 態 の 本 発 明 に よ る 装 置 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ と 図 ２ に 示 す 実 施 形 態 の 本 発 明 に よ る 装 置 の Ｉ － Ｉ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ ～ 図 ３ に 示 す 実 施 形 態 の 本 発 明 に よ る 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 他 の 実 施 形 態 の 本 発 明 に よ る 装 置 の 縦 断 面 図 で あ る 。
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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